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	不適切事案に係る対応状況について
	＜いただいたご意見の内容＞
	主なご意見
	＜当社の対応＞
	・質問に対して多くの答えが「第三者委員会に 　委ねている」という答弁が続いている。第 　三者任せという印象を受ける。 ・原子力規制委員会の調査の結果、「記録がな 　い、策定手順がない」という報告があったが 　どういうことか。第三者委員会の調査結果を 　含め、その都度明らかにしていくということ 　か。
	・適切な方法で評価された結果が分からない限り、どれくらい影響があるか分からない。すぐ 　に実施してほしい。 ・元々の想定の基準地震動が国の基準には合わないため、意図的に大きさを下げたということ 　か。

	＜事実関係＞
	＜信頼＞
	・技術的な話ではなく、信頼というものに対して中部電力という企業がどのように考えている 　のか。この信頼がなければ、この原子力発電という事業に対して市民から同意を得ることは 　できないのではないか。
	・統計手法に問題があったとのことであるが、現状ではそのベースになるデータも捏造されて 　いるのではないかと思えてくる。このため、私は規制庁による説明会を開催していただきた 　かった。

	＜国の関与＞
	いただいた意見については、当社HPにて公表しています。 詳細は右側の二次元コードよりご覧ください。


	発電所トピックス
	原子力災害医療研修会の実施
	　3月10日、中東遠総合医療センターの医療従事者の方々と、原子力災害医療研修会を実施しました。当日は、浜松医科大学特任教授および当社放射線管理医が、原子力災害医療の基礎知識や放射線の基礎について説明を行いました。 　また、汚染管理区域内で作業員が負傷したという想定のもと、医師や看護師が、防護服の着用や負傷者の処置などの訓練を行い、原子力災害時における負傷者の対応体制や手順の確認を行いました。


	浜岡原子力発電所　公開情報について
	○「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る取り組み（2026年3月6日）
	　当社は、原子力関係閣僚会議において決定した「原子力災害対策充実に向けた考え方」を踏まえた経済産業大臣からの要請に従い、浜岡原子力発電所における原子力災害対策への取り組み状況をまとめており、このたび、取り組み状況を更新しました。 　当社は、引き続き浜岡原子力発電所の安全性向上に努めるとともに、国および自治体等との連携を深め、原子力災害に対する緊急時対策・対応の充実・強化に向けた継続的な取り組みを実施していきます。※詳細な取り組み状況は下記の二次元コードよりご覧ください。

	○救急車の要請（2026年3月6日）
	　発電所構内において、協力会社社員１名が教育を受講していた際に体調不良を訴えました。 その後、容態の回復が見られなかったため、救急車を要請し、御前崎市内の病院に搬送しました。（出血なし、意識あり、自力歩行不可、汚染・被ばくなし。）

	○浜岡原子力発電所3号機　主排気筒における原子力施設用灯火の点灯不良 （続報）（2026年3月11日）
	　2月21日18時14分、3号機主排気筒に設置している 原子力施設用灯火（注）の異常を示す警報が点灯したため、確認したところ、原子力施設用灯火4灯のうち、北側の1灯が消灯していることを確認しました。このため、 すみやかに設備を管轄する東京空港事務所へ、本事象の連絡をおこないました。3月11日、3号機原子力施設用灯火について、ランプの取替を実施した結果、正常な状態に復旧しました。その後、東京空港事務所へ原子力施設用灯火が復旧したことを連絡しました。
	　当社はこれまで、発電所の安全確保のため、点検や確認運転等により設備の健全性を確認してまいりましたが、今回の不適切事案を受け、あらためて設備の健全性を確認しております。このたび、現在までの点検状況がまとまり、現在までに点検した設備において、異常は認められず、健全であることを確認しました。 　当社は、安全確保を最優先に一つひとつの業務に着実に取り組み、地域の皆さまに安心いただける発電所の適切な運営に努めてまいります。 ※詳細については下記の二次元コードよりご覧ください。

	○浜岡原子力発電所1号機　タービン建屋中2階　放射能測定室（放射線管理区域内）の掃除機からの発煙に関する消防署の現場確認および続報（2026年3月19日）
	　3月19日午前11時00分頃、浜岡原子力発電所1号機　タービン建屋中2階　放射能測定室（放射線管理区域内）において、協力会社社員が掃除機にて清掃中に掃除機の排気口付近から発煙していることを確認しました。（火災報知器の鳴動なし、発煙あり、臭いあり）ただちに掃除機のコンセントプラグを引き抜き、掃除機からの発煙は止まりました。発煙を確認したため、午前11時45分頃に消防署へ情報提供しました。その後、消防署から現場確認をするとの連絡を受けました。
	　また、14時14分、消防署より、掃除機からの発煙について、非火災と判断したとの連絡を受けました。 　本事象について、詳細な状況、発生原因の確認をおこない、適切に対応してまいります。

	○浜岡原子力発電所の安全確保を目的とした設備の点検（2026年3月16日）
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	不適切事案に係る対応状況について
	当社の対応
	＜2月19日～3月30日の期間で地域の皆さまへの説明会を実施＞
	　この度の基準地震動策定に係る不適切事案に関し、地域の皆さまから発電所の安全性についてご不安の声を多くいただいており、心よりお詫び申し上げます。こうした状況を踏まえ、本事案の 内容と現在の発電所の安全性について、地域の皆さまへの説明会を実施しました。 　今月号では、2月に実施した御前崎市での説明会の状況についてお知らせします。

	＜御前崎市の8地区での説明会＞
	　御前崎市内の8地区で地域の皆さまへの説明会を実施しました。今後も、第三者委員会の調査結果などの節目で、地域の皆さまへの説明を実施してまいります。
	▲御前崎市佐倉地区での説明会
	▲説明会の実施結果


	説明会でいただいたご意見について
	相良海岸と富士山
	　説明会では、地域の皆さまから貴重なご意見をいただきました。これらのご意見を真摯に受け止め、今後の当社の改革に役立てるとともに、説明会をはじめ、皆さまへのご説明等の改善にもつなげてまいります。
	相良海岸と富士山
	※いただいたご意見は中面に掲載しています。




	発電所ナビ4月号_3.pdf
	発電所ナビ4月号.pdf
	不適切事案に係る対応状況について
	＜いただいたご意見の内容＞
	主なご意見
	＜当社の対応＞
	・質問に対して多くの答えが「第三者委員会に 　委ねている」という答弁が続いている。第 　三者任せという印象を受ける。 ・原子力規制委員会の調査の結果、「記録がな 　い、策定手順がない」という報告があったが 　どういうことか。第三者委員会の調査結果を 　含め、その都度明らかにしていくということ 　か。
	・適切な方法で評価された結果が分からない限り、どれくらい影響があるか分からない。すぐ 　に実施してほしい。 ・元々の想定の基準地震動が国の基準には合わないため、意図的に大きさを下げたということ 　か。

	＜事実関係＞
	＜信頼＞
	・技術的な話ではなく、信頼というものに対して中部電力という企業がどのように考えている 　のか。この信頼がなければ、この原子力発電という事業に対して市民から同意を得ることは 　できないのではないか。
	・統計手法に問題があったとのことであるが、現状ではそのベースになるデータも捏造されて 　いるのではないかと思えてくる。このため、私は規制庁による説明会を開催していただきた 　かった。

	＜国の関与＞
	いただいた意見については、当社HPにて公表しています。 詳細は右側の二次元コードよりご覧ください。


	発電所トピックス
	原子力災害医療研修会の実施
	　3月10日、中東遠総合医療センターの医療従事者の方々と、原子力災害医療研修会を実施しました。当日は、浜松医科大学特任教授および当社放射線管理医が、原子力災害医療の基礎知識や放射線の基礎について説明を行いました。 　また、汚染管理区域内で作業員が負傷したという想定のもと、医師や看護師が、防護服の着用や負傷者の処置などの訓練を行い、原子力災害時における負傷者の対応体制や手順の確認を行いました。


	浜岡原子力発電所　公開情報について
	○「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る取り組み（2026年3月6日）
	　当社は、原子力関係閣僚会議において決定した「原子力災害対策充実に向けた考え方」を踏まえた経済産業大臣からの要請に従い、浜岡原子力発電所における原子力災害対策への取り組み状況をまとめており、このたび、取り組み状況を更新しました。 　当社は、引き続き浜岡原子力発電所の安全性向上に努めるとともに、国および自治体等との連携を深め、原子力災害に対する緊急時対策・対応の充実・強化に向けた継続的な取り組みを実施していきます。※詳細な取り組み状況は下記の二次元コードよりご覧ください。

	○救急車の要請（2026年3月6日）
	　発電所構内において、協力会社社員１名が教育を受講していた際に体調不良を訴えました。 その後、容態の回復が見られなかったため、救急車を要請し、御前崎市内の病院に搬送しました。（出血なし、意識あり、自力歩行不可、汚染・被ばくなし。）

	○浜岡原子力発電所3号機　主排気筒における原子力施設用灯火の点灯不良 （続報）（2026年3月11日）
	　2月21日18時14分、3号機主排気筒に設置している 原子力施設用灯火（注）の異常を示す警報が点灯したため、確認したところ、原子力施設用灯火4灯のうち、北側の1灯が消灯していることを確認しました。このため、 すみやかに設備を管轄する東京空港事務所へ、本事象の連絡をおこないました。3月11日、3号機原子力施設用灯火について、ランプの取替を実施した結果、正常な状態に復旧しました。その後、東京空港事務所へ原子力施設用灯火が復旧したことを連絡しました。
	　当社はこれまで、発電所の安全確保のため、点検や確認運転等により設備の健全性を確認してまいりましたが、今回の不適切事案を受け、あらためて設備の健全性を確認しております。このたび、現在までの点検状況がまとまり、現在までに点検した設備において、異常は認められず、健全であることを確認しました。 　当社は、安全確保を最優先に一つひとつの業務に着実に取り組み、地域の皆さまに安心いただける発電所の適切な運営に努めてまいります。 ※詳細については下記の二次元コードよりご覧ください。

	○浜岡原子力発電所1号機　タービン建屋中2階　放射能測定室（放射線管理区域内）の掃除機からの発煙に関する消防署の現場確認および続報（2026年3月19日）
	　3月19日午前11時00分頃、浜岡原子力発電所1号機　タービン建屋中2階　放射能測定室（放射線管理区域内）において、協力会社社員が掃除機にて清掃中に掃除機の排気口付近から発煙していることを確認しました。（火災報知器の鳴動なし、発煙あり、臭いあり）ただちに掃除機のコンセントプラグを引き抜き、掃除機からの発煙は止まりました。発煙を確認したため、午前11時45分頃に消防署へ情報提供しました。その後、消防署から現場確認をするとの連絡を受けました。
	　また、14時14分、消防署より、掃除機からの発煙について、非火災と判断したとの連絡を受けました。 　本事象について、詳細な状況、発生原因の確認をおこない、適切に対応してまいります。

	○浜岡原子力発電所の安全確保を目的とした設備の点検（2026年3月16日）
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